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令和８年７月２日 総合政策委員会 開催状況 

開催年月日 令和８年７月２日（木）       

質  問 者 民主・道民連合 広田 まゆみ 委員 

担 当 課 総合政策部国際局国際課       

質    疑    要    旨 答    弁    要    旨 

 

一 グローバル戦略について 

（一）北海道グローバル戦略におけるインドとの大学連

携の位置付けについて 

 先日、知事がインドの大学との連携について発表されま

した。外国人材の確保やグローバル人材の育成、研究交流

の促進などの観点から大変意義のある取組だったと受け

止めています。 

 今後、道として、インドの大学との連携を、北海道グロ

ーバル戦略第二期の中で、これ自体がそもそもどのように

位置づけられて行われたのか。 

あるいは、今後の国際交流や人材戦略にどうつなげてい

こうと考えているのか伺います。 

 

 

 

 

 

 

【指摘】 

道として、私は大きな一歩を踏み出されたというふうに

思っているんですね。例えば海外の大学、例えば北欧など

においても、今回は道と大学とが覚書を交わされたという

ことですけれども、大学間の交流連携協定などにも大変関

心を持っている国や大学は多くて、2018 年になりますけ

れども、北海道の命名 150 年の時に、スウェーデンも日本

とスウェーデンの交流 150 年の記念でした。その時にも、

スウェーデン側の方から国内の大学との連携協定につい

て、いろいろお話があって、当時私も道庁に働きかけたん

ですけれども、当時は、大学は文科省の範疇なので道とし

てはいかんともしがたいような対応でしたけれども、今

回、大きな一歩を私としては踏み出されたと認識をしてい

ます。 

 

 

（外国人材担当局長） 

インドの大学との連携についてでございますが、道で

は、本道が集積を目指す半導体やデジタル関連産業などの

分野を中心に、高度人材の輩出を続けるインドからの人材

獲得に向けて、現地訪問などを通じて、インド工科大学ボ

ンベイ校との関係構築に取り組んできたところでありま

して、こうした取組も踏まえまして、本年３月に策定した

新たなグローバル戦略においては、インドを外国人材の確

保先としての重点国に位置付けたところでございます。 

 この度、ボンベイ校と締結した覚書では、双方が協力し、

同校の学生を対象に、道内企業への就職に関するイベント

の開催、日本の文化・習慣や北海道を学ぶ機会の提供、道

内企業でのインターンシップのマッチング支援などを行

うこととしており、道といたしましては、この度の覚書に

基づく取組を着実に進めることにより、道内企業が必要と

する高度人材の確保に繋げてまいります。 
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質    疑    要    旨 答    弁    要    旨 

 

（二）北欧を含めた多様な国・地域との大学連携について 

 北海道グローバル戦略第二期では、「ターゲットやニー

ズの明確化」、「相乗効果の創出」というところを横断的

な視点として掲げられていると承知しています。 

 GX、デジタル、福祉、人口減少対策、ウェルビーイング

など、多くの政策課題に北海道は直面している訳ですけれ

ども、例えば、先日の担当課の方に参加をいただいて、ブ

ロードバンドに関する意見交換をスウェーデンからいら

した専門家の方とさせていただいた訳ですけれども、北欧

諸国、とりわけスウェーデンだとかフィンランドなどが、

地域課題の解決などについても先進的な知見を有すると

ころでもあります。こうした国々の大学や研究機関が、繰

り返しになりますけれども、既に北海道との交流に実績が

あったり、関心を持つところもあります。 

 総合政策部として、今回のインドの連携を個別案件と捉

えるのではなく、インドの交流連携を契機に、北欧を含め

て、議会でもいろいろな議連だとか懇話会がございますの

で、本道の課題解決や成長分野と親和性の高い多様な国・

地域との大学交流や研究連携についても、戦略的に可能性

を検討していくべきと考えますが見解を伺います。 

 

 

 

（国際課長） 

多様な国・地域との交流についてでございますが、新た

なグローバル戦略においては、「ターゲットやニーズの明

確化と相乗効果の創出」を戦略推進の視点として掲げまし

て、これまで交流を重ねてきた地域に、インドやフィンラ

ンドなどの新たな交流先を加えた「重点国・地域」を設定

し、海外との交流を戦略的に進めることとしたところでご

ざいます。 

 その他の国・地域につきましても、国際情勢や国の政策

の状況等を踏まえながら、取組を展開することとしており

ます。 

 また、これまで友好提携地域との間で進めてきた教育や

文化、スポーツなどの交流につきましても、観光や脱炭素、

一次産業などお互いにメリットが得られる新たな分野を

加えた多彩で発展的な交流を推進していくものでござい

ます。 

 

 

 

【指摘】 

 指摘ということで、今後改めて議論させていただきたい

と思いますが、グローバル戦略第二期を見ますと、「北海

道と世界各地域との交流の方向性」ということで、重点的

に取り組む分野と国・地域などが一覧表で、概要版ですけ

れども、出されている訳ですけれども、「外国人材確保」

「インバウンド」「成長分野」「食輸出」あるいは、元々

やられていた「友好交流、技術交流」ですとか、そうした

ことが記載されている訳ですけれども、私はある意味で、

北欧などの国のような幸せ度というか、人の暮らし、地域

の課題を解決していくとか、人口減少の社会をどう持続的

につなげていくかという観点から、情報インフラについて

の研修交流だとか、そういうこともこれから必要になって

くるかと思いますので、これは改めてご議論させていただ

きたいと思います。 

 それから指摘として、今、ご答弁にあった、「多彩で発

展的な交流」の中に、道民の暮らしをどう守っていくかと

いうところも含めて技術交流だとか人材交流をするとい

う視点も今後ご検討いただきたいということを加えさせ

ていただきたいと思います。 
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質    疑    要    旨 答    弁    要    旨 

 

（三）留学生・人材確保を見据えた戦略の推進について 

 人口減少が進む本道においては、大学間の覚書を交わす

こと、あるいは大学間の協定締結自体が目的ではなく、そ

の後に留学生の受入れですとか、インバウンドでいらした

方の地域定着ですとか、地元にいる私たちの側の産業人材

の育成まで見据えた取組が必要であると考えています。 

北海道グローバル戦略第二期においても、留学生の受入

れ促進やインバウンドだけではなくて、若者も、先ほども

チャレンジ基金のご報告がありましたけれども、私たちの

方が出向く、そういう国際交流の拡大も掲げられていま

す。 

総合政策部として、インドとの大学連携を契機に、アジ

アのみならず欧州を含めた多様な地域から、学生や研究者

を本道に呼び込み、道内大学や企業、地域との連携の下で、

将来的な地域定着や産業人材の確保につなげるため、どの

ように役割を果たしていく考えなのか所見を伺います。 

 

 

 

（外国人材担当課長） 

外国人留学生等の定着に向けた取組についてでござい

ますが、道では、これまで、本道で学んだ留学生が、就職

先として北海道を選び、地域の産業や暮らしの担い手とし

て活躍していただけますよう、留学生と道内企業とのマッ

チングイベントや、外国人の採用に必要な労働関係法令の

理解を促進し、定着に繋がる取組を普及する企業向けセミ

ナーの開催のほか、日常生活はもとより、就労に関する相

談等も多言語で受け付ける相談センターの運営や、地域で

日本語を学ぶ機会の提供とともに、外国人と日本人が共に

企画する交流イベントの開催支援など、国際交流団体や市

町村とも連携し、受入環境の整備を進めてまいりました。 

 今後とも、多様な主体と連携し、こうした取組を推進い

たしますとともに、啓発イベント等を通じまして、道民の

共生意識の醸成を図るなど、外国人留学生等の道内定着に

向け、受入環境の充実に努めてまいります。 

 

 

【指摘】 

 具体的な仕組みが必要だというふうに思うんです。国際

課の方はですね、限りある資源の中で、地域の方とも連携

しながら、地道な取組をやってくださっていると思ってい

ます。覚書を契機に、これを個別事案とせずに、道庁の仕

組みとしてしっかりやってほしいということを申し上げ

ましたけど、全部を道庁に抱えろと言っているわけではな

いんですよ。 

 覚書を交わしたことをきっかけとして、道に既にある、

例えばほっかいどう応援団会議だとか、道としても道内大

学との交流連携協定をやっていると思うんですけれども、

そうした枠組みを体系的に少し広げた形で、マッチングの

場所をしっかりと作っていくということでもいいと思い

ますので、インドの覚書を交わしたことをきっかけとし

て、個別の現場の努力ですとか、属人的な人間関係で終わ

ることなく、しっかり未来に向けた仕組みとして、道とし

ても、今までは、道は大学に関しては、文科省のことなの

で道は関係ありませんというスタンスだったと私は受け

止めていて、がっかりしていたんですけども、今回大きな

一歩を踏み出されたということなので、これを良い前例と

して体系的に是非取組を進めるよう、国際課だけが負担し

ろと言っているわけではないので、その議論をしっかり進

めていただくことを強くお願いをいたしまして質問を終

わります。 

 

 


